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Ⅰ．宮城県視察 概要
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１．目的
被災地の現状や課題を把握し、今後の効果的な復興支援のあり方や

 防災に向けた取り組みを検討する。

２．日程・訪問地
 2023年５月23日～24日

    宮城県（気仙沼市・南三陸町、石巻市、東松島市、仙台市）

３.  参加者
冨田 哲郎  審議員会議長／災害復興特別委員長
篠原 弘道  副会長
遠藤 信博  副会長
武内 紀子  審議員会副議長
長谷川知子  常務理事 ほか 計14名



Ⅰ．被災地視察 主な訪問・懇談先①
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１）気仙沼線BRT ２）齋藤石巻市長他との懇談会

➢ 東日本大震災で大きな被害を受
けた気仙沼線の代行輸送として
運行が開始されたバス高速輸送
システム「BRT」を体験。

➢ 鉄道敷を転換したバス専用道と
一般道の併用や沿線の復興状況
に合わせたルート設定など、地
域の実情にあわせた復興が進展。

➢ ハード面の復興事業は昨年度で
完結し、復興に向けて着実に進
捗。

➢ 一方、観光振興や産業の再生、
被災者の心のケアなど、真の復
興に向けては、まだ残されてい
る課題を認識。



➢ 東松島市の被災状況等について、
渥美市長より、当時の映像や写
真等を基に説明を聴取。

➢ 当時の記憶と教訓を後世に継承
し、災害への備えにつなげてい
く「風化防止」の重要性を再認
識。

Ⅰ．被災地視察 主な訪問・懇談先②

3

３） 航空自衛隊松島基地 ４）東松島市震災復興伝承館

➢ 松島基地自体も甚大な被害を受
けながらも、救援物資の輸送拠
点として尽力した当時の状況を
伺うとともに、ブルーインパル
スの飛行訓練も見学。

➢ 東北地域の災害対処拠点として
の基地の役割を認識。



➢ 集団移転跡地に設立され
た体験型観光農園を視察。

➢ 新しい農業技術の実装、
観光振興に向けた取組み
などを体感。

Ⅰ．被災地視察 主な訪問・懇談先③
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５）杜の都バイオマス発電所 ６）JRフルーツパーク仙台あらはま

➢ 蒲生地区に建設中のバイ
オマス発電所建設現場を
視察。

➢ 震災跡地の事業者誘致、
産業再生の現状を認識。



Ⅱ．被災地産品・日本の水産品の応援消費促進にかかる周知
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➢ ALPS処理水の放出を契機に、
中国等が原産地を日本とする水
産品の輸入を全面的に停止する
など、日本の水産業は深刻な事
態に直面。

➢ 政府は５本柱の政策パッケージ
を策定し、全国の水産業への支
援を実施。

➢ 経団連は全会員企業に対し、水
産品の応援消費として、社員食
堂や社内外の各種会合等におい
て日本の水産品の活用を要請。

➢ とりわけ三陸・常磐ものの消費
拡大にむけ、「魅力発見！三
陸・常磐ものネットワーク」へ
の登録を要請。
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Ⅲ．東北復興応援フェスタ2023

➢ 東北産品の消費拡大や観光振興等を目的に、会員企業・団体
が開催する東北関連イベント等を一元発信（23年9月～24年3月）

●イベント掲載数（2024年2月末時点）

●掲載内容例

• 社員食堂での東北産品活用
• 東北特産品を販売するマルシェの開催
• 東北応援ツアー・復興ツーリズム
• 東北での各種イベント 等
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